
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC５月第 4 例会 (2017.5.30) №３１８４ 

 

(1) ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱  

 

(2) 宇尾野 隆会長挨拶 

ロータリーの原点と職業奉仕 

本年度の方針である「ロータリーの原点を見つめ直す」のなか

のその原点の根幹をなす職業奉仕について、本日はお話をさ

せていただきたいと思います。 

ロータリーでいう「職業奉仕」は英語では「Vocational Sarvice」

といいます。 

VocationalのVocationは、英語辞典では「職業・天職」と訳され

ていますが、キリスト教用語でカトリックでは聖職者の仕事＝召

命であり、プロテスタント・ピューリタンでは、信者の宗教的な

仕事、または神から与えられた職業であります。 

 中世の末期、免罪符を発行し、聖職者の地位を売買するま

でに退廃していたカトリック教会にマルティン・ルター（独）が

1524年「抗議書（Protestantio）」をもって宗教改革を求めたこと

により、この一派はプロテスタントと呼ばれるようになりました。

ルターに続いてスイスで活動を開始したジャン・カルヴァン

（仏）は、政教分離と禁欲的生活、職業を神の召命とみなして

励むことを説いて支持を広げました。当時の英国はローマ・カ

トリックを離脱し、独立した英国教会を設立したばかりのときで

したので、カルヴァン派新教とカトリックとの間で対立が生まれ、

混乱が続いていました。英国教会で純粋（pure）な改革を唱え

ていたカルヴァン派新教はピューリタン＝puritanと呼ばれるよ

うになり、王室・カトリック教徒から激しい迫害を受けるようにな

りました。多くのピューリタンはその迫害を避けるために、英国

教会から離脱し、後にイングランド・スコットランド・アイルランド

でピューリタン革命＝清教徒革命を起こすことになります。 

 一方、英国教会内部で改革を進めたピューリタンも迫害が厳

しくなり、新天地アメリカへ集団移住をします。 

1620年の 11月に、ピューリタンとその支持者 102名を乗せた

メイフラワー号が 66日間の命がけの航海の末、マサチューセ

ッツ州のケープゴッドに到着します。それから、1630年までに

200隻の船で、2万人以上の英国人がアメリカへ渡りました。ピ

ューリタンは、神との間に聖職者を仲介せず神と信者が直結し 

ていると考えており、日常生活が質素検約で、神への使命感

に溢れたものでありますから、一心不乱に神から与えられた職

業「仕事」に打ち込み神に救われようとしました。 

ピューリタンは、本質的に、収益を目的として仕事に着くことは

認めていません。 

また、蓄財する（金持ちになる）ことを目的として働くことも認め

ていません。しかし、仕事に励んだ結果として収入を得、さら

に一層精進した結果として財を成すことは容認しています。 

 無報酬で社会に役立つ仕事をすることが Vocationであるな

ら、それこそがロータリー活動そのものであります。そして、そ

の仕事の結果、財を成し、成功することは認められるということ

であります。 

 20世紀初頭、ドイツの社会学者であり経済学者であるマック

ス・ウェーバーはアメリカを訪れ、アメリカ社会の構造をつぶさ

に観察した後、1904-05年の「プロテスタンティズムの倫理と資

本主義の精神」という著者の中で、イギリス・アメリカなどのカル

ヴァニズム＝ピューリタニズムの強い国で資本主義が発達した

が、イタリア・スペインなどのカトリック国では資本主義が立ち

遅れたと述べています。 

 一心不乱に仕事（Vocation）に精進した結果として財を成し

たピューリタンは、それを浪費することなく（資本蓄積）、周りの

多くの人々にも社会に役立つような仕事をする場を作って与

えたのであります。ここに「会社（企業）」が設立され、労働の結

果として得られた収益を分配する人（資本家）と、それを受け取

る人（労働者）が生まれたのであります。このようにピューリタニ

ズムが生み出した勤勉の精神と合理主義は、近代的・合理的

な資本主義と適合しており、近代資本主義を誕生させました。

ロータリーが創立された 20世紀初頭のアメリカでは、ピューリ

タンが人口の 30％であったという統計があるそうです。 

 創立当初、ロータリーのメンバーは、実業家および専門家と

記されていることから、資本主義社会の中心階層から成り立っ

ていて、その初期の人たちの多くはピューリタンであったと思

われます。 

 創立期のローターには、クラブとして奉仕するという活動概

念はなかったそうであります。ピューリタンであるメンバーに、 
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Vocationを説明する必要がなかったからであります。 

 1920 年代に、ロータリーは全世界に急速に拡大し、国籍、

文化、宗教の異なる多様な人々が加わりました。そこで RI

は、ロータリー活動の中に Vocational Service＝職業奉仕

という活動方針を挿入して会員の理解を促したようでありま

す。 

ちなみに、日本のロータリーの生みの親、米山梅吉さんは、

福音教会ルートで留学し、帰国後もメソジスト教会一青山

学院大と強い結びつきがあったので、ピューリタンであった

と思われます。 

質素検約、仕事に励み、蓄財を認めるというピューリタンの

考えは、なぜか私達日本人にも共通する考え方であるよう

に思われます。 

今日は、ロータリーの原点、職業奉仕についてお話をさせ

ていただきました。 

 

(3) ビジターの紹介 

新潟東ロータリークラブ幹事 村山 栄一君 

新潟西ロータリークラブ幹事 大澤  力君 

新潟万代ロータリークラブ 幹事 清野 元雅君 

 

(4) 同好会報告 

吉田 和弘料理研究会幹事よりご案内 

第 21回 料理研究会 

6月 30日（金） 18時～ 

新潟調理師専門学校（新潟市中央区東幸町８－８） 

会費 お一人 3,000円 

夏らしい料理をご案内します。初めての方、大歓迎です。 

連絡先 kazu-y_ncts88@pro.odn.ne.jp 

 

(5) 各種ご寄付の発表 

青少年育成基金寄付発表(白勢 仁士委員長) 

五十嵐 幸雄君  

 

(6) ニコニコボックス紹介 

・本間  彊君 出張のため残念ながら欠席致しますがカ

ーブドッチの掛川さんは新潟ワインを通じて新しい食文化

に努めてこられた方で勉強させて頂いております。お話が

聴けないのは残念ですが記念にニコニコします。 

 

・宇尾野 隆君 市内クラブ幹事会の皆さんをお迎えして

ニコニコします。 

・内田 直紀君 東ＲＣ 村山幹事、西ＲＣ 大澤幹事、万

代 RC清野幹事をお迎えしてニコニコします。 

・近藤 正典君 結婚記念日のお花届きました。ありがとう

ございました。アジサイの鉢ですが後で庭に移そうと言っ

ています。私達夫婦もこれまで続いているので、この花もき

っと根付いてくれるでしょう。 

・浅田 龍一君 腰痛がなくなり、これからのゴルフに期待

出来ると思い？ニコニコします。 

 

 

(7) 卓話「夢を植えて、感動を育てる」 

㈱欧州ぶどう栽培研究所（カーブドッチ） 

代表取締役副社長 掛川千恵子 氏 

 

 

 

 

 

(8) ５月３０日例会の出席率 ６７．０２ ％ 

会員数 ９８名（出席免除会員 ９名） 

出席者 ６３名（出席免除会員 ５名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８１．９２ ％) 

 

 

 

 

 

６月１３日の例会予定 

会員スピーチ 

「ドコモにおける協創（＋ｄ）戦略と 

新潟エリアの取り組み」 

㈱ドコモＣＳ 新潟支店長 竹内 一樹 君 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 
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